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Abstract

　P（，tted　cyclamens ，　a　popular　indoor　plant　during　the　winter 　seaso11，wcr ¢ uscd 　ill　this　study ．　DTtTerences　in　plant　growth 　status

depending　on 山e　individuals　who 　cared 　R｝r　them　and 　the　responsos 　of 　human　emotion 　to　the　plant　were 　examined ．　Forty−six
women （mean 　age ＝46．Dliving　in　Tochigi　prefecture　were 　askcd 　to　caエc　fbr　potted　cy じla皿 ens 　intheirhomes　for　three　months ．
Growth 　and 　qualjty　varied 　greatly　with 　the　subjccts ．　Thc 　plants　were 　classified 　into　five　gr〔｝ups 　dependjng　on 　thcir　status　after

亡hree　rnonths ．　Self≧cva 且uation 〔r
一G．7，　P く 0．001），　satisfaction （r

＝0．61，　P ＜ 0．00D 　and 　pleasure（r − 0．38．　P く 0．Ol2）of　the

subjects 　correlated 　with 　the　growしh　and 　qしLality 　Qf 山 e　pla飢 in　thcir　carc．　On 　POMS ，　the　scores 　for　Tension−Anxiety （T−A ），
Depression−Dejection（D ），　Angcr −Ilostjlity（A −H ），　and 　ConfUsion （C）dropped　signifieantly 　due　to　the　intervention　ofthc 　plant
into　thc　housohold，　but　thcse 　sc 〔｝res 　wcrc 　slightly 　inGreased　Qrl　the　final　test　af辷er　three 　Inonths ．　The　catcgorics 　of 　D　and 　A−H
were 　especiallydecreased 　in　the　group　with 　the　bestplant　quaLity．　On 　thc　egograms 　in　the　group　with 　the　besしquality　plants．　thc
scores 　fbr　Nurturing　Parent（NP ），　Adult （A ）and 　Free　Child（FC ）were 　sliglltly　incrcascd，　while 　that　ofAdapted 　Child（AC ）was

decreased．　As 　for　the　semanLic 　di「ferential　techniquc、　factor　analysis 　was 　perf（）rmed 　based　on 　t“，enty −six　semantic 　di驚 rcntia1

（SD ）scalcs 　on 　sensory 　cvaluation ．　Among 　the　three　extracted 　factors，
‘
cQmfbrtable

’
and

‘
gorgeous

’incroased　but　‘simple 　and

clean
’decreased　with 　the　introduction　ofthe 　potted　cyclamen ，T’he　resuits　indicated　not　only 　positive　ef

’
fects　ofpotted 　piants　on

consumers
，
　emot 三〇 ns ，　shown 　by　scorcs 　for　as 　D ，　A −H 　and

［
comfortable

’
，　but　also 　a 　ccrta

’in　level　of　relationship 　between　plant
growth 　and 　the　satis「acti〔｝n 　and 　pleasure　Qft ｝1e 〔｝wner ．
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緒　　言

　近 年．植物に よる 人 間 の 反応 や心 身 の 変 化 に 関す る様 々

な 研 究 が な され て い る，た とえ ば，植 物 の ．ス ラ イ ドや ビ デ

オ を．見せ る こ とに よ る 精神的 ス ト レ ス か らの 回復 〔Parsons

ら，1998；Son，2004），学 校 や オ フ ィ ス な どへ の 植物 の 導入

に よ る 健康や 集中力 な どの 改善 〔Eicld，2000；今西 ら，2002；

Lo11エ ら，1996），実験 奉 に お い て プ ラ ン タ
ーの 植物 を 育 て た

と き （遠藤 ら，2001）や，鉢苗 の 植 え 替え 作 業 を 行 っ た と

き （rll根 ら，2002） の 心 拍 変 動，脳 波 お よ び 感 情 面 へ の 短

期的 な影響 に つ い て の ケ
ース ス タ デ ィ ，高齢者施 設に お け

る 園芸活動 と高齢者 の 身体お よ び精神的な生 活 の 質 （QOL）

に つ い て の 介入 型研究 〔杉原 ら，2005；安 川 ら，2000） な

どが あげられ る．しか し，植物 の 状態 に よ る人間 の 長 期 問

の 反応 を調査す る 研究，さ ら に 自宅 で 被験者白ら育 て なが

ら行 う実 験 は ほ とん どなか っ た．

　室 内に お け る植物 栽 培 の 心 理 的 な 影 響 を 調 査す る た め，

花 と葉 の ボ リューム が あ り長 期 に わ た っ て 利用 で き る シ ク

ラ メ ン の 鉢 物 に 着 目 した．シ ク ラ メ ン は冬季 の 代表的 な鉢

物 で あ り，平 成 18年 の 卸売 り数は 1672万 鉢 で 鉢物 の 種 冖

別 で は 最 も取 扱 数 量 が 多 い （農林 水 産省，2007）．しか し，

卸売 り価格は 低 ドす る傾 向 に あ り，生 産性 の 向上 と ともに

消 費者 の も とで の 品質保証 も今後 の 消費拡大 に 重要 で ある

（福 井，2006）．こ れ ま で シ ク ラ メ ン の 収 穫 後 の 品質 に つ い

て の 試 験 は ，ほ とん どが 試験 研 究 機 関 で 行 われ て きた．

　そ こ で ，本 研究で tt”＝般 消 費者 が シ ク ラ メ ン を 自宅 で 栽

培 し た と ぎの ，シ ク ラ メ ン 鉢物 の 生 育 と 品質の 変化 を 調査

す る と と もに ，そ の 存 在 や 生 育 状 況 が 部屋 の 印象，人 の 気

分，自我 状態 な どに 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 した．

材料 および方法
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1、実験材料

　栃木県在住 の 一般 女 性 46名 （平 均 年 齢 46」 才，25 〜75
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才） を被験者 と した ．栃 木 県 内 で 生 産 され た 普通 系 シ ク ラ

メ ン （（⊃yc
’lamen　persicum　Mill．） の 代表品 種

‘
バ ー一バ ーグ

（赤）の 20輪 以 上 開花 し て い る 株 （5 号 鉢）を 供 試 した．被

験 者 1 入に つ き 1株 と し，鉢 皿 と追肥 用 IB化 成一・
袋 も同時

に 渡 した，

2，実．験方法

　2006 年 1 月 29 口 か ら 5 月 9H ま で の 約 3 か 月冏，各 被験

者 の 自宅 で シ ク ラ メ ン を 育て て も ら っ た．本 研 究 の 国的 は

シ ク ラ メ ン の 成長 と 人間の 反応 と の 関係を 見 る こ とだ が，

目的 を説 明 し た と きの侵襲を避 ける た め に 被験 者 に は シ ク

ラ メ ン 品種 の 品質評価の 名 fiで 実験 に 参加 し て もら っ た ．

　 シ ク ラ メ ン を 導 入 前と導入 L2 お よ び 3 か ガ後に ，被験

者の 室 内の 印象 評 価 に 関す る ア ン ケ
ー

ト，気分 プ ロ フ ィ
ー

ル 検 査 （POMS ，金 子 書房） お よ び東大式 エ ゴ グ ラ ム 調査

（TEG ，金 子 書 虜）を行 っ た ．

3．測定項 目

1） シ ク ラ メ ン の 生 育 状 況 の 調 査

　 シ ク ラ メ ン の 生 育 状 況 は 】 か 刀 毎 に 被験者 に 写真 を 撮 っ

て もらい ，実験開始 前 と終 了 時に 実験室 に お い て 葉数 花

数，草丈，株張 りを 測 定 した．葉，根お よ び塊茎 に 分解 し，

各部位の 新鮮重 お よび乾物重 を測 定 した，18個 の 鉢 に ボ タ

ン 式温度 ロ ガ
ー

（Tomprobe，　GSI ク レ オ ス 社）を セ ッ ト し，

被験者 の もとで の 管理 温度を 測 定 し た．

2）ア ン ケ
ート調査

　実験開始前に 年齢，植物 を飾 る程 度，」
孔

育 て 経 験 の 有無，

植物栽培経験 の 有無 栽培失敗経験 の 有無な どを問い ，突 験

参加 後 に は シ ク ラ メ ン の 状態を見 て 自分 の 栽培出来栄 え に

点 数 を っ け る 自己 評価 満足度，楽 し さ，感想 な どを 聞い た．
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第 1図 消 費者 の も とで 3か 月間栽培さ れ た シ ク ラ メ ン の 草丈

　 　 　と株 張 りの 変化

　　　「 ： 開始 前　■ ： 3 か 刀後

　 　 縦 犀 は 標 準誤差 を示 す 〔n ＝46）．

　　　
＊ L検定 に よ IJ　5％水準 で 有 意差 あ り

Grade 　 1 Grade 　 2 Grade 　 3

Grade 　 4 Grade 　 5

第 2 図 　消費 者 の もと で 3 か 月間栽培 され た y ク ラ メ ン の 生 育状 況別代 表例

　　　Grade 　l （生 育不 良）か ら Grad¢ 5 （健全〉 に分類
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　 シ ク ラ メ ン を 置 い た 室内の 印象 に 関 して は，実験 開始時

と そ の 後 1 か 月 ご と に 被験．者の 対 象 に つ い て の 心 埋 反 応 を

形 容詞 対 の 評 価尺 度 に 回答 を も ら う SD 法 に よ る ア ン ケ ー

トを用 い て 調 査 した （仁 科 ・中 本，1998）．内容 は，明 る さ，

陽 気 さ，安 ら ぎ，きれ い さ，香 りな ど 26項 日で あ り，い ず

れ も 7 段 階評 価 か らな る．

3）POMS （Profile　of　Mood 　States）

　 POMS は 主 観 的側 面 の 評 価 を 日的 と した 気 分 プ ロ フ ィ
ー

ル 検 査 で 緊 張
一

不麦 〔T−A ），抑 うつ
．

落 ち 込 み 〔D ），怒 り

一敵 意 （A −．H），活 気 （V ），疲 労 （F），混 乱 （C） の 六 つ

の 気分尺度 を測定す る もの で ある （横山 ・荒記，1994）．

4＞TEG （Tokyo　University　Egogram ）

　 エ ゴ グ ラ ム は Berneが 創始 した 交流分析理論 に 基 づ き，

弟子の Dusay が 考案 し た もの で あ る （東京大学医学部心 療

内科 TEG 研究会，1999 ）．人 の 臼我状態を 批判的親 〔CP ），

養育的親 （NP ），大人 （A ），自出 な
．
r一供 （FC ）．適応 し た

子供 （AC ） の 5 項 目 で 評価 で きる．

4，統計処理

　データ は ソ フ ト ウ エ ア 〔JMP 　Vcr．5．O
，
　SAS 社）を 用 い て，

t倹定，Wilcoxonの 符号付き順 位検定，分 散分 析お よび Tukey

の HSD 検定を 適宜 行 っ た．印象評 価 ア ン ケ
ートの 結 果 ぱ

評 価尺 度 間 の 相 関 係数 を求 め，Varimax 回転 を 用 い て 因子

分 析 し，因 了
．X コ ア の 変化 を示 し た．

結 　 　果

　 シ ク ラ メ ン の 牛 育 状 態 は，実験 開 始前 の 値 に 比 べ て ，草

丈 は 39 じm か ら 21cm に，株張 りは 40　cm か ら 27　cm に 有

意 に 減少 した （第 1 図）．平 均 的 な 5 鉢 を選 ん で 調 査 した新

鮮重 と乾物重は 塊茎 を 除 くい ずれ の 部位 に お い て も減少 し

て お り， 特に 花の 重 さが 著 し く減少 した （データ 省 略）．

　実験開始 3 か 月 後の 植物の 状態 に よ っ て Grade　l（生 育 不

良 ）か ら Gradc　5 （健 全 ） に 分 類 し た （第 2 図 ）．花 も葉 も

無 し の Grade　lが 9 ケ ース ，花 無 し で 葉が 数枚 あ る Grade　2

が 5 ケ ース ，花 無 しで 葉 数 が 100 枚 以 下 の Grade　3 が 13

ケ
．一ス ，花 3 輪 以

．
卜
．
と葉 数 100 枚 以 上 の Grade　4 が 8 ケ ー

ス ，花 3 輪 以 ヒで 観 賞価値 が 最 も高 い Grade 　5 が ll ケ ース

で あ っ た．

　被験者が シ ク ラ メ ン を 管 理 して い る部 屋 の 温度 の 平 均 は

14．3°C で あ っ た．ボ タ ン 式温 度 ロ ガーを設 置 した 18個 ぱ

Grade　2以 外 の Grade　lか ら Grade　5 ま で それ ぞれ 4 個 か ら

5 個 の 分 布 で あ っ た．そ の うち 植物 の 状態 が も っ と も悪 い

Grade　l の 被 験 者 宅 に お い て は 平 均 13．8°C とや や 低 い 傾 向

で あ っ た ，1司一
室 内 に お け る 実 験 期 間 中 の 最 高 温度 と最 低

温 度 の 差 の 平 均 は 18．99C で あ っ た が，　 Grade　l で は 20．4°C

と最 も 大 きか った ．

　被 験 者 の 自己 評価 の 結果，Grade　1 の 被験 者の 自己 評価は

植 物 の 状 態 が 悪 くな っ て い く と と もに 点 数 も有意 に 低 く

な っ た （第 3 図 a）．満 足度 の 変化 を柿物 の 状態 Grade別 に

比 較す る と Grade　l の 被験者 で は 徐 々 に 低 下 す る が，　 Gradc

4

3

　

2

←
90

匹

t

0

4

3

2

だ
石
ユ

1

0

G1

4

Bz

3

　

2
一
90
匹

1

G2

0

G1

G3

G2

G4

G3

G5

G4G5

G1G2G3G4G5

第 3 図 植 物 の 生育 状態 別 〔第 2 図）の 被験 者 に お げ る 自己評

　 　 　仙 （A），満 足度 （B） お よ び楽 し さ （C） の 変化

　　　］ ： 1 か 月後 　鬮 ： 2 か 月 後 　■ ；3 か 月後

　　　）
’
Lil
− ．文字 間 に は 有 意差 な し 〔Tukey の HSD 検 定）

　 　 　
：
分 散 分析 が 有意 で は ない の で 多車 検定省 略
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第 4 図 シ ク ラ メ ン の 栽培 3 か刀 間 に お け る POMS 得点 の 変

　 　 　イ匕　（11＝46）

　　　囗 ：開始 目 ：1 か 月後 騷 2 か 月 後 ■ ；3 か 月後

　　　同
一文字間に ぽ 右意差 な し 〔Tukeyの IISD検定 ）

　　　
L

分散分析が 有意で は な い の で 多重 検定省略
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第 5 図 3 か 月 間 の 栽培 前 後に お げ る エ ゴ グ ラ ム の 比 較

　　 A ；Gradcl 〔n ＝9）　B ；Grade5 （n ＝11）
　　 CP ：批判的親　NP ；養育的親　A ；大人

　　 FC ： 白山 な 子 供 　AC 　l 適応 した 子 供

　　 口 ： 開始 前　■ ；3 か 刀後

FC 　　 　 AC

＊ WllcOXQnの 符号 付 き順 位検定 に よ り栽培 前後に 5％ 水 準 で 有意 差 あ り

5 の 被験者の 満足度 ぱ 高 く維持 され て い た （第 3 図 b）．楽

し さ の 変化 も，Grade　l と Grade　5 の 被験者 に お い て は，満

足度 とほ ぼ 同じ 傾向が み られ た 〔第 3 図 c）．

　気分を 評価す る POMS の 測定 に お い て ，植物 の 導 入 に

よ っ て T−A ，D ，　 A −H お よ び C の 平 均得点 の 有意 な低 下 が

認め られた （第 4 図）．特 に ，植物 の 状態 に よ っ て 被験者を

分 け て み る と，Grade　l よ り Grade　5 の 被験者の D お よ び A −

H の 平均得点の 低
．
ドが 人きか っ た （デ

ー一
タ 省略）．

　自我状態を評価す るた め に 用い た エ ゴ グ ラ ム の 全体平均

に お い て は 変化が み られ なか っ た （デ
ー

タ 省略）．し か し，

植物 の 状態 に よ り分 けた グ ル
ープ別 に み る と，Gradc　l グ

ル
ープ で は ほ と ん ど 変化が 認め ら れ な か っ た が，Grade　S グ

ル
ー一プ で は AC が 有意 に 低

「
ドし，　 NP ，　 A お よ び FC の 平均

得点 ぱ や や E昇す る 傾向が み ら れ た （第 5 図 ）．

　印象評価 ア ン ケ
ー

ト の 因 子 分析の 結果，固 有値 1以上 の

3 囚
’f’が 抽旧 され，累積寄与率 は 合わ せ て 65％ で あ っ た，

1
か た い

一
や わ ら か い、，「安 らぎの ない

一
安 ら ぎの あ る一，

「
．．
陰気 な一1場気 な」 な ど で 構成 され る 第 1 の 因 子 を 1快適

さ　 の 因子 と し た ， 複雑 な一
簡単 な一，「けば げ ば しい

一

あ っ さ り し た 1，「ほ こ り っ ぽ い
一

空気が きれ い 」 な ど か ら

な る 第 2 因 了
．
を 「簡素さ ・清潔 さ 」 に 集約 し た．「地 味 な

一

派手 な」，
一
無機的な

一
有機的な．…，1単調 な

一
変化 に 富 ん だ 」

な ど の 第 3 因子を 「華や か さ」 と集約 し た．これ ら の 因 了

得点 は ン ク ラ メ ン を 飾 る こ と に よ e
） 「快適 さ一1 と 「華 や か

さ」 は 高ま り，「簡素 さ ・清潔 さ」は低下 す る傾 向が認 め ら

れ た 　（第 6 図），

考　 　察

　 シ ク ラ メ ン の 3 か 月後 の 開花状況 は 被 験 者 に よ っ て 様 々

で あ り，実験開始時 に は 同 じ 品質 の 鉢物 で も管理 方 法 に

よ っ て 品質 が大 きく異な っ て くる こ とが 確認 さ れ た （第 2

図）．特に 平均温 度が 低 く，温 度較 差 が 大 きい 場 所 で 管理 さ

れ た個体 の 品質 が 低 下 して い た，一方，植 物 の 生 育状態 （第

2 図）と人 の 自己 評 価 （r ＝O．7，p く 0．001）や 満 足 感 （r
− 0，61，

p く 0．OO］），楽 し さ （r　・・　O．38，　p く 0，012）〔第 3 図） との 間 に

そ れ ぞれ 相関が 認め られた こ と か ら，生育状態 が 消費者 の

心 理 に 影響す る こ と が 示 唆 され た．

　短期的 な園芸作業 に よ っ て POMS の 得点 が 低
．
ド，す なわ

ち 気 分 が 改菩 され る こ と は報 告 され て い る （遠 藤 ら，2001 ；

深 澤，2005 ；林 ら，1999 ；山 根 ら，2002 ）．本 実験 で は ，被

験者 の 気 分 を評 価 す る POMS の 測 定 で は植物 の 導 入 に よ っ

て，T−A，　 D，　A −H お よ び C の 平 均 得 点 の 有 意 な低
．
下が 認 め

られ た （第 4 図）．こ の こ とぱ，シ ク ラ メ ン が 緊 張，不 安，

抑 うつ ，怒 りお よび頭 の 混 乱 な どを緩和 し た こ とを示 唆 し

て い る．特 に ，植物 の 生育を Grade 　l か ら 5 に 分 け て み る

と Grade　l の グ ル
ー

プ よ り Grade 　5 の グ ル ープ で の D や A −

H の 平 均 得点 の 低 下 が 大 きか っ た こ とか ら，生 育状 況 の 良

か っ た 被験者 で よ り大 き な抑 うつ や怒 りの 緩 和 作 用 が あ っ

た と考 え られ る．

　自我状 態 を評 価す る エ ゴ グ ラ ム で は，3 か 月 間 の 園芸 療

法後 に 高齢者 に お い て NP お よび FC の E昇 と AC の 低 ドが

報告 され て い る （安川 ら，2000 ）、本 研 究 に お い て は，生育

の 良か ｛） た Grade 　5 グ ル ープ に お い て AC は 低
一
ドし，　NP，　A

お よ び FC は．　ltx一傾向に あ っ た （第 5 図）．し か し，被 験 者

全体 と して は 自我 の 変 化 は 認 め られ な か っ た こ とか ら，鉢

物 が 自我 状態 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て は さ らに 長 期 に わ た る

調 査が 必 要 と考 え られ る．

　観葉植物 の 効 果 に 関 して ，今酉 ら （2002 ） は オ フ ィ ス へ

観葉植物 を導 入す る と快 適 さや 雰 囲気 の 好感度 が増す こ と

や 特 に 花 物 で は 1は っ ぎ り した 」 「明 る い 感 じ」 「豪華 な 」

な どの 評 価が 高 い こ とを報 告 して い る．本 実験 で は，印象

評 価 ア ン ウ
ー一ト の 「快 適 性 」 と 「華や か さ 」 は シ ク ラ メ ン

の 導 入 に よ っ て 高 ま っ た （第 6 図），

　今 回使 用 した シ ク ラ メ ン が 赤 色 の た め，暖 か さ，陽 気 さ，

派 手 さ，力強 さ な どの 要 素 を高 め た 可 能
．「生 もあ る．とい う

の は，赤色 は 暖色 に 属 し，暖か い ，積極的，怒 り，歓喜，

活 動 的，興 奮 な どの 感情 を 与．え る とされ て い る 〔口本色彩

学 会，1998） し，ペ チ ュニア の 花色 と印象 との 研究 に お い

て，赤 は 「高揚感」，「快活 さ」 を もた らす と と もに ，「安定

感」 を低下 させ た （金 ・藤井，1995）か らで ある，た だ し
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　松 尾 〔1998） は 趣 味 園芸 や 農業 教 育 に お い て，植 物 を育

て る こ との 重 要性 を述 べ て い る が，本 研究 に お い て は，子

育 て 経験者 の 生 育 Grade は 3．5 で あ り，経験 し て な い 被験

者 の 2．6 に 比べ て 有意 に 高か っ た ．こ れ は，
一
育て る 」 とい

う点 に お い て 何 ら か の 共通点 が あ る こ とを示 唆 し て い る．

　 また ，家 の 中に 植物 を い つ も飾 っ て い る （5 ポ イ ン ト）か

ら ま っ た く無 い （1 ポ イ ン ト） ま で 5 段 階に 分 けて 問 うた

結果，植物 を 飾 る稈 度 と 生 ff　Gradc に 有意 な相 関 が あ 一
） た

こ と か ら
，

日 頃の 園芸 に 対す る経験 も生 育 に 影響 した もの

と 考え ら れ た．これ ら の こ と か ら，福井 〔2006 ） が 指摘す

る よ うに ， 栽培経験 の 少な い 消費老
．
に も満 足 して も ら うた

め に ，多様 な管蝉 に 耐 え うる よ うな 日持 ち の 良い 晶種 の 選

択 や 出 荷前 の 管理 方法 の 検討 と と もに ，分 か りやす い 栽培

情報 の 提供 な どが必 要 で あ ろ う．

　 以 上 の こ とか ら ホ ーム ユ ース 鉢物 の 生 育 状 況 と消 費者

の 心 理 や 満 足 度 とは 相 互 に 影 響 を 及 ぼ し あ うこ とが 示 唆

され た ．

⊥一

／

’

0　　 　 　 　 1　 　 　 　 2　 　 　 　 　3

Months 　after 　the　start　of　experiment

第 6 図　印象 評価 ア γ ケ ート の 主成 分分 析に お け る 因子 ス コ

　 　 　ア の 変 化

　　 A 　因子 1 ：快適性 （寄ケ・率 45％ ）

　　　B 　因子 2 ：簡素さ 。清潔 さ （寄与率 9．2％）

　 　 C 　因 子 3 ：華 や か さ （寄 ケ・率 6．6％ ）

　　 縦俸は 標 準誤差 を示 す （n ＝38〜46〕

POMS の A−H が低 下 して い る こ とか ら今回 の 被 験 者 の 「怒

り」 は 引 き起 こ され な か っ た と考 え られ る，花 色 の 影 響 に

つ い て は さ らに 検 討 す る 必 要 が あ る，

　
一

方 で，鉢 物 や そ の 培 地 が室 内 の 揮 発性 有 機 化 合 物 を除

去 す る （Wood ら，2002） こ とは 報 告 され て い る が，「空 気

が ぎれ い 1 と関係す る ．シ ン プ ル さ 1 は 低 Fす る 傾向が認

め られ た （第 6 図）．本研究 で 使用 し た シ ク ラ メ ン が 花粉 の

多い 品種で あ る こ とが視覚的に 小 快 な イ メ ージ と し て 影響

し た と考 え られ る．よ り花粉 の 少な い 品種 の 方 が室 内の 空

気が きれ い な イ メ
ージを 与え る こ とが予測 さ れ る．

　　　　　　　　　　 摘　　要

　冬季 に ．人気 の 高 い 室内植物 で あ る シ ク ラ メ ン 鉢物 を 用

い ，育 て る 人 に よ る生 育 の違 い や そ の 生 育状況 が人 に 与 え

る 影響 を 調査 し た．栃木県在住 の 女 性 （46 名．平均 46．1

才） を 被験者 と し，各自宅で 栽培 し て もらい なが ら生 育 と

心 理 的 な 調査 を 行 っ た ．3 か 月間の 生 育 と品質 は 被験者 に

よ る変動が 大きか っ た た め，植物 の 生育状態別 に よ り被験

者を 五 つ の Grade に 分 類 し た．植物 の 生 育 と被験者 の 自己

評価 （r ＝0．7，p ＜ 0．001），満足 感 〔r ＝O．61、p ＜ 0．001〕 お よ

び 楽 し さ 〔r＝0．38，p く 〔1．Ol2）との 問に ば有意 な相関が 認め

られ t ．気分 を 評価す る POMS の 測定 で は 植物 の 介入 に

よ っ て 緊張　不安，抑 うつ 　落込 み （D ），怒 り　敵意 （A−

H ） お よ び 混乱 の 得点 の 有意 な 低下 が 認 め られ た ．特 に

Grade　5 （生 育 良好 ） の 被験者に お い て D お よ び AiH の 顕

著 な低下 が 認め られ た ．Grade　5 グ ル
ープ に お い て エ ゴ グ ラ

ム の 適応 した 子供 の 自我が 低下 し，養 育 的，大人 の 自我お

よ び 自由な 子供 の 自我 の 得点が 増加 傾 向に あ っ た．鉢物 を

貴い た 部屋 の 印象を26項 目の SD 法 で 解析 した と こ ろ，「快

適 さ」 と 「華や か さ」 は 高 ま り，「簡素 さ ・清潔 さ」 は 低下

す る 傾向が 認め られ た ．以上 の 結果か ら，鉢物 が 消費者 の

D ，A −H，「快適 さ」 な ど の 感
．1青に 好影響を与 え る だ げで な

く，そ の 生 育状況 と満足 や 楽 し さ な ど に 関係 が あ る こ とが

示 唆 さ れ た ．

　謝　辞　被験者 の 皆様 と ア ン ケ
ー

ト調査 の設 計 に つ い て

ご 指導 を頂い た 字都宮大学 国際学部 の 中村　真准 教授 に厚

く感謝 い た し ま す．
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